
 

 大宮地本は、昨日申６号「３６協定」の団体交渉を終え、締結に向けて最終的な

議事録の議論を精力的に行っている。しかし、会社は勤務発表で留保を行わないと

の姿勢を変え、留保の勤務指定を行った。断じて許すわけにはいかない！ 

 ＪＲ東労組本部は、３６協定の交渉において共通認識が図れないばかりか、各地

本で発生している会社の団体交渉を形骸化する姿勢を許さず、本日緊急声明を発出

した。 

全分会で緊急声明を掲出し、全組合員が読み合わせして、総団結でたたかおう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


